
（令和元年７月31日更新）

発生農場 陽性野生イノシシ10km圏内農場
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１　早期出荷促進対
策

２　ASF侵入防止緊急
支援事業
【野生イノシシ侵入防
止対策】

３　野生イノシシ捕獲
強化
【野生イノシシ捕獲対
策】

４　CSF野生イノシシ
経口ワクチン導入緊
急支援事業及び緊急
散布支援事業
【野生イノシシ経口ワ
クチン投与対策】

（令和元年７月２日公表）

CSF及びASF対策

農業者

発生県
隣接県 全国

（１）早期出荷奨励金（補助率：1/2）　※陽性野生イノシシ10km圏内農場のみ

　　基準額 肥育豚：39,000円/頭、繁殖豚：評価額
　　レンダリング処理 上限5,000円/頭（哺乳豚上限3,000円/頭）

（２）経営再開支援（補助率：1/2）　※陽性野生イノシシ10km圏内農場のみ

　　空舎期間中の固定経費相当分を支援
　  肥育豚：12,000円/頭、繁殖豚57,000円/頭

（３）衛生管理向上支援
　　①衛生管理強化に要する施設整備等を支援（補助率：1/2）
　　②地域で取り組む衛生管理資材の導入・備蓄を支援（補助率：定額）

（４）繁殖母豚再導入支援　※陽性野生イノシシ10km圏内農場のみ

　　早期出荷を行った農家による繁殖母豚の再導入を支援
　　（補助率：1/2（上限40,000円/頭））
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○　農場防護柵設置支援
　　農場や農場が所在する地域における野生動物の侵入防止柵の設置を支援（補助率：1/2）

（１）ワナ増設支援
　　野生イノシシ捕獲用ワナの購入費用を支援（補助率：定額）

（２）検査かかり増し費用支援
　　捕獲した野生イノシシを検査機関に提供するための輸送費等のかかり増し経費を支援（補助率：定額）

（３）捕獲活動衛生対策費
　　野生イノシシ捕獲作業者による病原体拡散を防止するための消毒資材等の導入を支援（補助率：1/2）

（４）検査委託費
　　野生イノシシのCSF検査を民間に委託する場合の委託費を支援（補助率：1/2）

（１）経口ワクチン購入・保管支援
　　発生県及びその隣接県が養豚防疫対策として要する経口ワクチンを購入し、保管する取組を支援（補助率：定
額）

（２）経口ワクチン散布・回収支援
　　発生県及びその隣接県がCSF対策協議会を設置して養豚防疫対策として行う経口ワクチン散布と回収等に係
る取組を支援（補助率：定額）



１　と畜場疾病まん延
防止緊急対策事業
【と畜場対策】

２　地域食肉等処理・
供給体制確保緊急対
策事業
【食肉流通対策】
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１　水際検疫体制の
強化
【水際対策】

空海港

全国

（１）探知犬の増頭
　 　アジア周辺国で発生が拡大しているASFの国内侵入リスクを低減するために探知犬を13頭増頭

（２）通訳の増員
　 　検疫業務を効果的に行うために通訳を48名増員

（３）国内線空港の靴底消毒
　 　国内線空港における消毒用マットの設置等の靴底消毒に係る取組を支援

CSF及びASF対策

流通業者

発生県
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○　洗浄・消毒等設備・機器整備支援
　 　CSF陽性野生イノシシが確認されている等のリスクの高い地域から豚を受入れると畜場において、家畜運搬車両の出入り、
　家畜の積み下ろし等に係る工程の衛生管理徹底に要する洗浄。消毒等の設備・機器の改修または新設を支援（補助率：1/2）

（１）地域食肉流通円滑化支援
　①肉豚集荷輸送費支援
　　と畜場併設食肉処理施設の稼働率の確保・維持を図るため、県外からの肉豚の集荷に必要な輸送経費等を支援（補助率：1/2）
　②県外肉豚出荷防疫体制強化支援
　　県外からの肉豚の集荷における出荷農家、輸送事業者及び家畜の受け渡しポイントにおける消毒設備等の整備を支援（補助率：1/2）

（２）食肉等流通体制維持支援
　①メンテナンス支援
　　と畜場併設食肉処理施設等が長期に渡り稼働が停止した場合に維持管理に係る経費を支援（補助率：1/2）
　②食肉処理従事者体制維持支援
　　と畜場併設食肉処理施設等と契約している食肉処理従事者について、一時的に他の食肉処理施設等に派遣する際の経費を支援（補助率：1/2）

（３）食肉等流通事業者資金融通円滑化支援
　①食肉流通経営維持資金
　　と畜場併設食肉処理施設等が当面の運転資金を借り入れる際の利子の一部を支援（補助率：定額）
　②食肉流通資金融資円滑化支援
　　と畜場併設食肉処理施設等が信用補完制度を活用し、当面の運転資金を借り入れる際の保証料の一部を支援（補助率：定額）

（４）地域豚肉流通促進支援
　養豚業の再生後の消費需要を喚起するための販売促進イベントの開催等を支援（補助率：1/2）


